
令和４年度 第１０回 猿投台地域会議 会議録 
 

日時 ：令和５年１月１９日（木）午後７時～８時２５分 

場所 ：猿投台交流館 多目的ホール 

出席者：地域会議委員：２０人  欠席者：０人 

会 長 宇野 晃 

副会長 中根和成 

委 員 生田隆広  池ヶ谷精二  伊藤昌明  大岩 近   岡本正巳 

近藤鈴男  須藤尊久    塚田芳司  丹羽知恵子  原田千枝美 

 伴 耕治  藤井 修    藤中佐織  堀 正明    守能信次 

 山口五郎  山本義弘    𠮷橋一典 

事務局 猿投支所  勝野二徹    広瀬 智  古橋芳輝 

    交通安全防犯課  中尾課長  福岡担当長  遠部担当長 

    幹線道路推進課  安藤担当長 

オブザーバー 猿投台交流館 兼子雅彦 

傍聴人：なし 

 

次第  

１ 豊田市民の誓い（黙読） 

２ 会長あいさつ 

３ 新たな提言に向けた取組について 

４ 地域会議だより３月号について 

５ 事務連絡 

  

議事等（要約） 

３ 新たな提言に向けた取組について 

 今後のスケジュール、課題に関する説明・事例紹介、グループ協議について説明 

 ※説明・事例紹介（質疑応答含む）の終了時間が８時１５分頃になったため、予定を 

変更。グループ協議は２月に実施予定とした。 

 

内容１：豊田北バイパス関連事業説明（幹線道路推進課） 

豊田北バイパス、南バイパス、愛知県事業、豊田市事業の状況を説明する。 

【質疑応答】 

委員：北バイパスの供用開始の目標はいつか。 

幹線：国からの目標年次が示されていない。南バイパス、北バイパスの順番となる。   

委員：旧国道の管理方法はどうなるのか。 

幹線：まだ協議がされていないのが実情である。道路施設で安全上の課題がある箇所

は、情報提供をいただきたい。 

 

内容２：交通安全対策等説明（交通安全防犯課） 

 令和４年の市内交通死亡事故発生状況、ハード対策、ソフト対策等を説明する。 

 



【質疑応答】 

委員：交通安全対策をたびたびお願いしているが、なかなか進まない。どのように表

現して状況をお伝えすれば、ぴかっとわたるくんの設置ができるものか。 

交通：ぴかっとわたるくんの設置は、押しボタン信号の設置ができない場所となる。

設置場所が県道であると県と調整が必要となる。 

委員：１２月の交通安全週間の啓発運動に、市や警察があまり来ていないのが残念で 

あった。 

交通：警察及び市としても、普段より多く広報活動を実施した認識であった。 

委員：旧１５３号線が抜け道として使用されており、車両が速い速度で通行している。

地域住民はゾーン３０を理解しているが、通り抜け車両への啓発が必要だと考

えている。ゾーン３０プラスをもう少し具体的に説明いただきたい。 

 交通：ゾーン３０のエリアにおいて、ハンプなどより速度抑制となる対策をより強く

行うこと。ハンプとは段差を設置することで、狭窄とは道路幅を狭くすること。 

委員：旧１５３号はゾーン３０が守られていない。そもそもゾーン３０となっている

ことが忘れられている。また、表示が小さい。 

 委員：中学生、小学生で朝の登校ルートが異なるように思う。通学路ルートは、どの 

ように決めているものなのか。 

 交通：学校教育課、各学校などで決めていると思われる。 

 会長：詳細には、教頭、PTA 等で揉まれ、決定している。 

 

内容３：地域課題解決事業事例紹介（猿投支所） 

 猿投台地区の地域課題解決事業を含む、４つの事業紹介を行った。（質疑なし） 

 

４ 地域会議だより３月号について 

内容：３月号の原案を説明する（地域会議の諮問、わくわく事業紹介を掲載）。 

結論：原案とおり承認される。 

 

５ 事務連絡 

 ・前回議事録について 

  前回議事録にグループ協議の結果まとめを添付してあるので、各班で出た意見を 

確認しておいていただきたい。 

・次回の会議について 

日 時：令和５年２月１６日（木）午後７時から 

場 所：猿投台交流館 多目的ホール 

  内 容：新たな提言に向けた取組についての協議 


